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第1章 緒 論

Relaxatiood.Eventrati◎diapbragmaticaト

ノ・一側 ノ横 隔 膜 ガ正 常 ナ ル緊 張 ヲ失 ヒ、 直 下 二

腹部 臓 器 テ件 ツ テ著 シク高 位 二昂 リ、 從 ツ テ肺

臓 ハ其 容積 ノ減 少、 歴 迫 ヲ蒙 ル モ ノ ノ、 其 ノ呼

吸運 動 ニ ハ何等 障 碍 ノナ イ黙 態 ヲ謂 フ。 之 レハ

眞性 横 隔膜 「レ ラキ サ チ オJト モ 云 フ 可 キ モ ノ

デ、 廣 義 屯於 テハ 横 隔膜 宵 ノ 限 局 姓 洋梨 歌 「レ

ラキ サチ オ遣Pチ 横 隔膜 憩 室 及 ビ所 謂Altschul

lワ 軟 性横 隔膜 モー一一括 シ得 ル
e爾 横 隔膜 庶 癖 トノ

偏 別 一dilシ テ、Kroemeke,木 下 等 ヘ ソ ノ臨林

的鑑 別 不 可能 ナ リ ト シテ、特 別 ナ ル場 合 ラ除 キ、

爾 者 ヲ合 シテ横 隔膜 「レラ キサ チ オ」ト構 ヘ タ。

然 シ呉 等 二依 レバ横 隔膜 麻 癖 ハ横 隔膜 蓮 動 麻 癖

ニ シテ横 隔膜 ノ著 明 ナ ル昂 上 ハ 起 ラズ、 之 レニ

反 シテ、 繊 隔膜ryラ キサ チ オ」ハ 蓮動 及 ビ緊張

庶癖 ニ シテ、 成 因 的 轟雨者 テ明瞭 二幅 別 ス。 又

LeoReichニ ヨ レバ横 隔 膜 紳 縄 廠 癖 ニ テへ 横

隔 膜 ハ萎 縮 スル ノ ミデ ア ル ガ、 ドレ ラキサ チ オ」

二於 テハ横 隔 膜 筋 ハ他 組 織 二攣 化 ス ル トィ フ。

爾 同 氏 ハ下 記 ノ四 條 件 ヲ確 認 シテ始 メテ横 隔膜

「レ ラキ サ チ オ」ノ診 陶汐 下 ス可 キ デ アル トモ述

べ テヰ ル。

1)左 側 横 隔 膜 ノ機 能 減 弱 ノ存 ス ル コ ト。

2)左 側 頸 部 及 ビ左 側 胸 廓 二左 側 横 隔 膜 聯 経 損

傷 叉 ハ左 側 横 隔 膜 損 傷 ヲ超 ス様 ナ攣 化 ノナ ィ コ

ト。

3)横 隔 膜 「ヘ ル ・:・ア」テ除 外 ス ル コ トe

4ノ 病 歴 申横 隔 膜 癒串纒 麻 癖(例 ヘ バ中毒 性)ノ 原

因 ト目 サ レル モ ノ ノナ イ コ トゆ

之 レニ關 シテ余 ハ廣 義 ノ横 隔 膜 「レ ラキ サ チ オ」

テ探 用 スル コ ト轟 スル。 患 側 横 隔 膜 二就 テー 言

ス レバ、 必 ズー 側 二限 局 セ ラ レル貼 二於 テ多 ク
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一致 シ テヰ ル ガ
、 田 宮 、LeoReich等 ガ云 フ如

久 左 側 二限 ラ レル モ ノデハ ナ 久 後 記 ノ如 ク

右 側 例 モ報 告 サ レテ ヰル。 本症 ハ 薄 元 等 剖 検 二

際 シテ 登 見 セ ラ レタ モ ノデ アル ガ、 「レ ン トゲ

ンJ學 ノ登 達 ト共 二 生 前 二診 噺 サ レル 様 ニ ナ ッ

タ ノデ アル。 其 ノ成 因 二 關 シテハ 呉 等 ノ,交感 紳

経 及 ビ脊髄 畷 神 縄 障 碍 説 ガ臨 躰 所 見 ノ解 繹 上 便

利 デ アル ガ、 確 設 トナ スニ ハ 爾 ホ幾 多 ノ考 慮 ヲ

要 ス ル。

本 症 二封 ス ル興 味 ノ第 一 ハ、 肺 結 核 トノ相互 關

係 デ ァ ッ テ、楢 林 及 小 糾 、伊 藤 等 ノ報 告 ガ アル。

其 イ第 ニ ハ本 症 ガ無 自魔 ノ間 二 自然 治癒 テナ ス

モ ノデ ァル ヵ、或 ハJ.Neumannノ 謂 フ如 ク、

看 過 セ ラ レル ノデノ・ナ イ カ トイ フ事 デ ァル。

余 ハ 静 岡 健 康 相 談 所 勤 務 中1例 テ得 、梢 滝其 ノ

経 過 ラ観 察 シ得 タ ノ デ、 追 加報 告 シ、 諸賢 ノ御

批 判 テ得 タ イ ト思 フ糠

第2章 歴史的沿革及ビ文獄

横 隔 膜 ノ異 常 二 昂 上 セ ル駄 態 ラ 初 メ テ報 告 シ タ

ノハPetit(17741デ ア ル ガ 、Cruveilhier(1829)

ハ 横 隔 膜 「ヘ ル ニ ア」ト ノ優 別 二 之vテEventr-

atiodiaphragmaticaト 命 名 シ タ。 從 來 本 症 ハ

稀 有 ナ ル モ ノ トセ ラ レ、 多 ク ハ 剖 見 ニ ヨ リ、

叉 ハ 手 術 二 際 シ テ 登 見 セ ラ レ タ モ ノ デ ア ツ テ

Grosser(1899)ノ 、文 献 中 ヨ リ只8例 ラ』蒐 集 シ タe

本 症 二 初 メ テ 「レ ンFゲ ン」検 査 テ 癒 用 シ タ ノノ・

Hirsch(1900>デ ァ.ル。A-Frdnke1〈1902)ノ ・Cru-

veilhier以 降 ノ第9例 テ報 告 シ タe元 來 本 症 ノ

命 名 ノ・學 者 ニ ョ ッ テ 異 り、 或 ハZwerchfellho-

cbStandlLeichtenstern>、 或 ノxidi◎pathlbcher

Zwerchfellh㏄hstand(K6niger>、 或 ハZwerch-

fellinsuffizienz(Franck>等 ト構 サyタ ガ、Wie・

ting(1906)ガRelaxatiodiaphragmaト 命 名 シ

テ 以 來 廣 ク使 用 サ レ テ 現 在 二 至 ル.H.Hildebr-

and&0.Hess(1905)ノ ・本 症 ヲ 約10例 、 之 レ

ニ 反 シ テ 横 隔 膜 「ヘ ル ニ ア」ハ 約500例 ト算 シ、

Arnsperger(1908)ハ 文 獣 ヨ リ11例 テ報 告 シ、

Bergmann(1913>ノ ・22例 ト報 告 シ、Bayne・Jones

(1916)ノ ・同 ジ ク文 獣 中 ヨ リ45例 ラ蒐 集 シ タ、近

年 二 於 テ ハfvン トグ ン」線 學 ノ登 達 ト共 ・・=一一般

竪 家 ノ注 目 スル所 トナ ツ テ 屡 ≧報 告 サ レ テ ヰル。

本 邦 二於 ケル文 獣 ト シテハ、 大 正 年 間 二於 テ林

(哲)、 呉及 竹 下 、 澤 田、 李 松 、 和 田、 中島 、梅

田 、原(一 〉、 鶴 來 、 林(信 〉、 浮 田及 三 宅 、中澤、

原(實)、 薄 元等 デ ァ リ、 大 部 分 ノ・1例 報 告 デ ァ

ル ガ、 漂1…)ハ2例 、原(實 〉ハ5例 、 薄 元 ノ・3

例 ノ本 症 ト20例 ノ 輕 度 横 隔 膜 「vラ キ サ チ オ」

テ報 告 シタ.

昭 和 以 降 二於 テハ 、 寺 尾 、 春 名、 泉 田、 花室 、

藤 井及 大 岩 、 木 下 、 久 保 、 石 田、 山 岸 、 柳 澤、

盤 見、 坂 本、 青木 及城 野 、 高 橋 、 束 、 長 野、 伊

藤 、 徳 安 及 ビ小 林 、 郭 ノ報 告 ガ アル。

之 ノ中久 保 ハ3例 、 坂 本 ハ2例 、 青 木 及 ビ城 野

2例 、 伊 藤12例/詳 細 ナ記 載 ナ シ)ニ シテ、他 ハ

夫 々1例 ノ ミデ アル。

之 等 余 ノ蒐 集 セル文 獣 ヨ リ考 フ レバ、 本邦 二於

ケル本 症 総 撒 ハ 自験 例 テ伽 ヘ テ 約60例 二達 ス

ル モ ノ ト思 バ レル。 薄 元 ノ報 告 シ タ輕 度横 隔 膜

rvラ キ サ チ ち ハ 比 較 的屡 気見 ラ レル モ ノデァ

ル カ ラ、 一一般 二注 目 サ レ レバ相 當激 二蓬 スル デ

アロ ウ.該 症 ハ 前 記 セ ル定 義 二反 シテ、罹 患側

ガ左 右 雨 横 隔 膜 工見 ラ レル場 合 ガ アル ノデ、 余

ノ、横 隔 膜 「レ ラキ サ チ オ」ト シテ算 入 シナ カ ツぞ

ノ7ア ル 。

第1項 症例文献

症 例 テ表 示 ス レバ下 記 ノ如 ク デ ア リ、記 載 シ得

ナ カ ヅ タモ ノハ 浮 田及 三 宅 、 石 田 ノ報 告例 及 ビ

詳 細 ノ記 述 ノ無 イ僻 藤 ノ12例 デ アル。
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1主 訴

・心鼓動、上 腹部座重感 歩行 時呼吸1電 氣的刺戟 二i封ヌル左右横隔膜紳左

1困 難 一一..一 一

左1
-一津～ 一 一{

左

左1

左/腹 部膨満及雷鳴

左 食後 ノ心窩部疾痛

左

左

上腹部膨満感

同
」直

左
互

左

咳漱、喀疾

上

;罷 症ナ シ

1

ー

因

羅蝉
右 瞳 墾々
右 咳漱登熱

右i腹 部膨脹

右1腹 部膨出

左:離 騰 欄 前上胸部二於ケノレ

左[左 側 胸痛 、咳漱 呼吸困難

右/咳 歎 喀疾

右 1

左

一
左

左

　左

　左

一左

一左

一左

下腿癖 レ感、夜尿、時 々現 ハ レル浮腫
一_一}

1

藏痩 、不元氣

心悸 充進、食物撮取後 ノ吃逆 時 々,

曖 氣、尿濯濁、尿 量減少/

全身 倦怠、心悸 充進

微 熱

一i左肩 脾痛 「

左側胸 痛,　 コ　 　 　

下胸部疾痛

左 薩 難 齢 鰍 胃部㈱ 心綴 巨大疵 胃潰翻 年前)

左 聲音 嘆噺、「チ ア ノーゼ」、呼吸困難

左1全 身倦 怠、獲熱 、咳歎 喀疾 、盗汗}右 季肋下部 二打撲 ヲ受 ク

左 高 熱

左

左

右

左

風邪 二患 り易 シ

捧期ノ鰍 食思磁 韻 盗 …肺濁 異常ゆ ナリ

羅 撲 二Hル胸舶 然麟 吸1約7日 前㈱ 一骸 ノ打撲ヲ被ル
ー「 四

合 併 症 其 他

電氣的刺戟 二i封ヌル左右横隔膜紳
経反磨 同等

_… … 一 一・

胃 癌
… … 一 一 一 　__一 一

一 …_一

……{　 　 …

ヒ ル シ藷ス プ ル ソグ氏 病

以前 右鼠瞑 「ヘル ニア」手術

大動脈硬化、幽門狭窄

妊娠中

肋骨及ビ胸骨骨瘍加療中獲見

旨

約20年 前心臓 ノ右方縛移獲見 サ〃

肺門部陰影左右菲薄振大ス

肺門部小豆大濃厚ナル腺腫檬陰影

右中葉ノ格魯布性肺炎ノ不全型

結核性腹膜炎、氣管枝淋巴腺結核

結核性腹膜炎

原登性縦隔蜜淋巴肉腫

左肺腫瘍

結核性腹膜炎、右側横隔膜肋膜炎

　 一

～ …{____

先天徽毒
_}一 ㎜ … 　

肺門腺腫脹、氣管枝周園炎

肺 ヲ患 フ

_幽{__～

結腸 巨大症、 胃潰瘍(籔 年前)

鉗如分娩、3ケ 月後 自然治癒 ヌ

右季肋下部 二打撲 ヲ受 ク

肺門淋巴腺結核
紗

肺門淋巴腺結核
}

肺活量異常 二少 ナ リ

約7日 前胸部 二強度 ノ打撲 ヲ被 ル
__嚇 …四 …

左側膿胸 ニテ入院 中饗 見
書
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東
「ガ

28
1

}一 一一 一

左 左下胸部鈍痛及 ビ歴迫 感 一i7年 前胸部 二強度 ノ打撲 ヲ被 ル
-

長 野 ♂ {33 左 上腹部疵痛{ 7年 前左側乾性肋膜炎

徳安及小林 ♀ :6i 左 胃部不快感 剖 楡

郭 ♀ i30
1左

へ

吉 田 舎

モ

{9 {左 徹 熱 、 盤 重 不 足 、 「ツペ ル ク リン」

反 庶 陽 性1
肺門部結核

第2項 頻 度

G.B.Argentinaニ ヨ レバ結 核 患 者 デー 側 ノ横

隔 膜 ガ他 側 二比 シテ、 健 康 者 ノ場 合 ヨ リ高 位 ヲ・

ト レル モ 〃 ・600人 申360人 ア リ.ソ ノ中横 隔

膜 ノ運 動 不 完 全 ニ シテ略k本 症 二近 イモ ノノ・80
の

人 即 チ22.2%グ トイ フ,,伊藤 ハ 明 白 ナ ル肺 結 核

患 者2500人 ノX線 慕 眞 中明 力=一本症5診 定 シ

得 ル モ ノノ・12例 約0.48%Sイ フ.

Berner(1939)ハMeekenburg州 全 住 民 ノ間接

.撮 影 ラ行 ヒ シ トnロ644500例 中、 横 隔 膜 高 位 、
「ヘ ル ニ ア」テ併 セ テ0.11%テ 得 タ トイ フ

。

伊 藤 ノ述 べ タ如 ク、一般 健 康 人 ト目 サ レル中 二、

本 所 見 ガ ドノ程 度 二見 ラ レル カ トイ フ事 ハ興 味

ノア ル黙 デ アル ガ、 ソ ノ報 告 二乏 シイ。

余 ハ 静 岡健 康 梱 談 所 轟於 テ 撮 影 セ.ル胴 部 爲 眞

(結核 及 非 結 核 テ含 ム)中 、 雨 側横 隔膜 ノ明瞭 ナ

ル モ ノ487枚 テ調 査 シタ結 果 本所 見 テ示 シタモ

ノノ・報 告例1例 ノ ミデ、 約0.2%二 當 ル。

調 査 シ タ窮 眞 ノ・昭 和8年1月 ヨ リ 同15年3月

ノ間 二撮 影 シ タル モ ノデ、 細 別 ス レバ 下記 ノ如

キ モ ノテ アル。

軽ll}礪辮

第3項 患 側

呉 ニ ヨ レバ 右 側 横 隔 膜 「レ ラ キ サ チ オ」 ト認 メ ラ

レ タ モ ノ へBayne-Jone,Nic◎laysen,Wess-

ler-Taches,Andersen,Armani及 ビ 薄 元 ノ2

例 デ 合 計7例 ノ ミ デ ア ル ト イ フe其 ノ 外M.

Landsberger,EpPinger,(梢 く確i實)、Gliissner

(梢 丸確 實)寺 尾 、 伊 藤 、 青 木 及 城 野 ノ各1例 ガ

ア リ、 原(稽 ≧確 實)a5例 ガ ア ル。 約60例 ノ

横 隔 膜 「レ ラ キ サ チ オ」中 、 右 側 テ 患 側 ト シ タ ル

モ ノハ唯 、 上記!撒 例 ニ シテ、 大 部 分 ノ・左 側 デ

ア ル.カ ク ノ如 ク、 左 側 ガ好 嚢 側 トナ ル理 由 二

就 イ テノ・、呉 等 ハ右 側 ニ ハ 肝右 葉 ノ防 害 テ暴 死

M.LandsbergerハWeigertノ 謂 ブ 所 二從 ヒ、

右 側 横 隔 膜 聯 経 ガ位 置 的 關 係 二於 テ、 左 側 ノ夫

レニ比 シテ保 護 サ レテ ヰ ル ノニ基 ク トイ フ
。 叉

伊 藤 ハ左 側 横 隔 膜 二爽 生 學 上 崎 形 テ生 ジ易 イ ノ

轟 ヨル ノア ア ロ ウ ト シテ ヰ ル
。

第4項 年 齢

本 邦 デハ 生 後40日 ノ 乳 見(桝 澤)カ ラ78歳(和

田 〉、 外 國 デハ生 後3日 ノ 乳 見(M.Landsber-

ger)カ ラ63歳(Samaja)迄 、 殆 ン ド各 年 齢 ノモ

ノ ガ報 告 サ レテ ヰルeJ.Neumannハ 本 症 ガ、

横 隔 膜 紳 経 損 傷 二基 クモ ノ デ ア ル カ ラ、 総 ユ ル

年 齢 轟生 ジ得 ル ト謂 ヒ伊藤 ハ 本 症 ガ先 天 性崎 形

ニ ヨル モ ノデ アル ガ、 矢 張 リ縮 ユ ル年 齢 二惹起

シ得 ル ト イフ。

第5項 性 別

伊藤ガ肺結核患者中ヨリ得 タ25例 ノ本症中女 性 ノ・男 姓 二2倍 シテヰ ルe余 ノ蒐 集 シタ文 獣 ラ
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ミレバ男 性20例 、 女 性19例 デ ア ル.之 レへ

友 田 が横 隔 膜 「ヘ ル 轟 ア」二就 イテ述 べ タル ト同

ジ久 両性罹患率二特別 ナ ル差異 ヲ認 メ得ナ

イ。

第3章 自験例

■ 某9歳 、 小 畢 生.

初 診 昭和14年11月21日a

主 訴1)微 熱 、2)髄 重:不足 、3)ギ ヅ ベル グ リ判 反

慮陽性.

家 族 歴

父 系耐 父、63歳 ニ テ鵬 溢 血 鼻 テ 死 亡 セル 以 外 、 祖 父

母 、 雨親 二 特 記 ス ベ キ 饗 トナ シ、 同 胞 」名 、第2子 、

舎、8歳 ニ テ赤 痢 ニ テ 死 亡 セル 外、 健 在 、奉患 見 ノ・第

5子 デ アノレC

遺醇 的 關 係

上 記 謄盗 血 ノ外 、 結 核 、癌 腫 等 ノ遺 傳 的 関 係 ヲ認 メ ナ

ィ0就 中 崎形 二關 ヅ テ ハ患 見 同 胞 ハ ジメ}同 族 中 ユ之

vヲ 誇 明 シ得 ナ イ麟

既往歴

圃滑 ナル 自然 分 娩 、人工 榮 養 、 種 痘1同 善 感 、 輕 症 ナ

ル麻疹 ヲ縄 過 ヌ04歳 、全 家族 ト共 二赤 痢 二種 患 シ,

2週 間 入院 加 療 、合併 症 ナ ク、 順 調 二快 癒 スc5歳 、

腎孟 炎 ヲ経 過 ヌ。當 時 宅 治 署 ヨ リ「ツベル 〃 りi反 磨

ヲ施 行 サ レ、 陽 性 デ ア ツ4ト イフc8歳 ニ テ再 ビギツ

ベ ル ク リソi反 鷹 ヲ検 査 サ レ、 同 ジク 陽 性 デ ァ ッタゆ

百 日咳、 肺 炎其 他 ナ ン。 爾現 在 迄 特 別 ナ ル打 撲i外 傷

ヲ ウケ タル コ トナ ジ癖 唯 有 髪 頭 部 二 禿 部 ガ3箇 所 ア

リ、 是 等 八郷 レモ 輩純 ナ ル 外傷 ニ ヨル モ ノニ シテ、當

時 《何 等 重 篤 ナ ル 症 状 ヲ呈 サ ナ カ ツ タ モ ノデ ア ルe

智 育 ハ尋 常 ニ シテ 、學 業 成 績 ハ優 秀 デア ル.

現病 歴

昭和13年 、8歳 ニ テ小 衆 校 入 學 以 来 常 二標 準 鱒 重 二

及 パ ナ カツ タ ガ、 風 邪 、「ア ン ギー ナ」其他 二特 記 ス ベ

キモ ノガ ナ イ ノデ、 家 人 ハ其儘 放 任 シ タ.昭 和14年

春 以降 、 特 二年 後 微 熱 ヲ 出ス ノニ氣 付 イタ ガ、咳漱 、

喀疾 疫 劣 等 ガ ナ カッ タ ノデ}特 雲鶴 療 ハ ウクナ カ ツ タ.

當 時 ノ微 熱 二就 テ ハ詳 細 ナ ル 記憶 ヲ鉄 ク吟今 夏轍 日二

亙 タ リ扁桃 腺 炎 ヲ患 ヒ高 熱 ア リ.近 時 食 後 二軽 度 ナ腹

痛 ヲ訴 ヘ ル が、其 他 胃 腸 障碍 ト思 バ レル モ ノハ ナ イ難

現 症

身 長 中 等大 、 骨 賂 尋 常、 榮 養 稽 ζ不 良5脈 搏 律 動 性、

中等 大、 緊 張 正 常86、 皮 碑湯 瀬 ニ シ テ 登 疹 、 黄疸 、

傷痕 等ナ シ、顔 色 顔貌共 二正常瀬 廊 質部及 ビ顧額

頭部 二頭髪鉄楓部 夫 々1箇 所 ア リ、瞼裂左右 同様、瞳

孔正圓、左右 同大 、i射光反射正常、眼球及 ビ眼瞼結膜

共二充血、 黄疸 、貧血等 ノ所見 ナク、叉眼球運 動 二異

常ナ ン、舌温潤 ニ シテ稽 ζ白苔 ヲ被 ル、 な㎡桃腺及 ビ咽

頭 正常、頸部 、両側頸部 二夫 々徽個 ノ米粒大 ノ淋 巴腺
　

ヲ鰻 知 シ、叉 左 右 顎 下 部 二碗 重 大 ノ淋 巴腺1個 ア 咲

胸 部 、欝 積 的 二 獲 育 シテ ヰル が両 側 鎖 骨 上 窩 ハ軽 度 二

階 凹 シ.肋 骨 ヲ算 へ得 ル、 崎 形 的所 見 ナ シ、肺 肝 境 界

第5肋 骨 、心 尖 搏 動 、 第4肋 間 、 副 胸 骨 線 上 、 絶 射 的

心濁 音 界、 上 界第3肋 骨 、有 界 右 胸 骨 縁 外2指 横 径

左 界乳 腺 内1脇 指 横 裡S心 音 清 純 、 肺、 左 前 上 胸 部

呼 吸音 絢=弱 、左 前 胸 部 第4肋 骨 以 下 及 ビ左 側 側 胸部

ハ清 鼓 音 ヲ呈 軟 該 部 二於 テ ・・殆 ソ ド呼 吸 音 ヲ聴 取 ジ

得 ナ イ、 亦 其 ノ他雑 音 ヲ認 メ ナ イ、右 前 胸 部 正常 、 右

背 面 上 部 、 呼 気 強 盛 、延 長 シテ ヰ ル ・が畷 音 ナ 落 差 背

面 第8胸 椎 鞍 状 突 起 以 下 呼 吸 音 ヲ聴 取 シナ イt該 部 二

八鼓音 或 ハ濁音 、 抵 抗 等 ナ ヅ、 腹部 、 外 観尋 常 、軟 ニ

ジ テ緊 張 、 抵 抗 、腫 瘤 等 ヲ認 ノナ イ.打 診 上 胃界 ノ決

定 困 難 ニ シ テ亦 周部 レ思 ハ 、/ル部 二蠕 動 標 運 動 ナ ジ、

肝 、 脾 及 ビ腎 ヲ鰻 知 ジナ ィ.

四 肢 、 崎 形 ナ シ、 膝 蓋 腱 反射 正 常 、 病 的 反 射 ナ▽ 、浮

腫 ナ 〃又 隣 腸 部 二緊 張 握 痛 ナ シ、 食 思 氣嫌 共 二 良

好 、 睡 眠 正常 、 便 通1日1行.

臨 林 検 査

血 液1出 血 時 間1分3G秒 、 凝 固時 間1分5血 色 素76

%SahlL、 色 素 係 藪0.81、 赤 血 球466×104}白 血球

6200、 桿 歌 核19%、 多 形核549へ 小淋 巴 球20%、 大

淋 巴球1%、 大 軍 核 白血 球2%、 「エ オ ジ ン」嗜 好4%。

赤 血 球 沈 降 速 甑We$tergτeon)

1時 間3.5、2時 間9・5一

ギツベ ル ク 、)ン」反 慮'24時 間 if

55×25(mm.

尿 、 藁 黄 色 、 略 ζ清澄 、 酸 性 、 比 重1015、 蛋 白痕 跡 、

糖 、 「ヂ ア ツ オ ー」、ザウUビ ゆ ノー ゲ 殉 、「グ メ1)ン ム

ギア セ トぬ 其 他 陰 性、 沈 澄 中 上 嵐 唖 類 僅 少 ノ ミ.

糞 便 、 濃褐 緑 色 、 有 形 軟 、 中性 、 甘 臭 、 消 化 不 良 、潜
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血反 庶「グ ワヤゥクJ脂 反磨)±、蜘轟卵稽 く多鍛 、轟卵

ノー部 《不受精卵 デアル.

経 過

肺 門部 結核勲左側横隔膜「vラ キサ チォjナル診 噺 ノ下

二安静 ヲ命 ジ家庭 二於 テ測 定 シツソ観察 セ シメル。昭

和14年12月26日 ヨ リ15年1月6日 二 至 ル12日 間

ノ熱 型 ハ36.3℃ ヨ リ37.4℃ ノ間 ヲ不規 則 二 弛張ヌ

ル。15年2月 上旬約1週 間 二亙 り騙 轟鋼 ヲ服用スル。

患見 ハ轟盟 ノ排 出ガアツタ トイフ。自畳症 がナイ ノデ

毒

患見 ハ依然休學 ヲ肯 ソゼ ズ從 ツテ 運 動制限 モ 困難デ

ア ソタe昭 和15年3月25日 再診 、前 記現症 ト異 ル黙

ノ ミヲ記ス レバ、肺肝境 界第6肋 骨高.肺 背面、左側

第8胸 椎 棘状突起以下輕濁音 ヲ呈 シ、該部 二徽弱 ナル

呼吸音 ヲ聴 取スル.

糞便 中蜘鐘卵 ヲ謹明 セズ.

母親 ノ血液 徽毒 反癒陰性。

尚 「レソ トゲy」楡査 ハ第4章 、第4項 参 照。

第4章 考 按

第1項 成 因

成 因 トシテ ノ確 説 無 キ事 ハ 緒 論 中 二述 タ ガ、弦

ニ ノ・諸 見 解 ラ列 記 スル コ トaス ル
。Th・masノ ・

肋膜 炎 性 萎 縮9ヨ ル ト謂 ヒ、Reuss等 ノ・外 傷 ニ

ョル モ ノデ ア リ横 隔 膜 紳 経 麻 癖 ナ ラズ トス。 而

シテBeltz,Glaser,Motzbeld,Krauseノ 症例

二於 テハ横 隔 膜 紳 経 萎 縮 ノ・見 ラ レ タガ、 ソ レハ

ニ次 的 ノ憂 化 デ アル ト シテ ヰ ル。 ソ ノ根 櫨 トシ

テ横 隔膜 頂 ノ・肋 間 紳 経 及 ビ反 封 側 赫 経 ノ分 布 ラ

受 ケ テ ヰ ル貼 テ暴 ゲ テ ヰ ル。之ya反 シ テN明 一

mannノ 確 實 二横 隔 膜 紳 経 損 傷 ニ ヨル ト謂 フ。

Glaessnerハ 慢 性 胃泡 叉 ノ・腸 締 係 ニ ヨル、 横 隔

膜 ノ純 機 械 的 墜 上 ト横 隔 膜 自身 ノ劣 等 素 質 トニ

ョル トシテ ヰ ル ガ、Bergmannノ ・、カ カル 上方

歴 迫 二償値 ラ置 カ ズ、 紳 経 萎 縮 ガ横 隔 膜 筋 ノ痩

姓 ヲ オ コス可能 性 ガ アル ト唱 ヘ テ ヰル。Scholz

&Fiedler及 ビSchoberハ 横 隔 膜 ノ 崎 形 ラ シ

イ ト謂 ヒ、Baetgeハ 肺 二於 ケ ル 崎 形 ヲ注 目 シ

テ ヰ ル.S蛤nt6ノ 症 例 ノ・横 隔 膜 「レ ラキ サ チ オ」

ガ同側 顔 繭 縣確嚢 弱 及 ビ斜 頸 ト共 存 シテ ヰ ル貼

カ ラ、 横 隔膜 紳 縄 ノ慶 性 ニ ヨル ト説 明 シ、Wei・

gert例 ハ 初 生 見 二於 ケ ル 左 側 横 隔膜 高 位 ガ3

ケ月 後 二 清失 シ タ事 實 カ ラ分 娩 麻 癖 テ原 因 ト シ

テ ヰルeA.Weilノ 、20例 ヲ考 察 シテ、 胸 腔 内

炎 症 過 程 ガ横 隔 膜 二反 射 的撫 制 作 用 ヲ惹 起 シ、

之 レ轟澁 滞 シ タ結 腸 「ガ ス」ガ加 ハ ツテ 本疲 ヲ生

ズ トイ フ、

小 山 及 佐 江 モ亦 胃 叉 ハ結 腸 ノ膨 満 轟 ヨル腹 腔 内

歴 ノ異 常 充 進 工原 因 ガ アル トィ フ。 然 ヵ モF.

A.Hoffmannハ 慢 性 胃 疾 患 及 ビ 習慣 性便 秘 二

本 症 ラ 多 ク見 ル ト報 告 シ テ ヰ ル。 柳 澤 及b"M.

LandSbergerハ 入 工 分 娩 ニ ヨル 外 傷 テ 報 告 シ

テ ヰ ル。 藤 井 及 ビ大 岩 ハ 先 天徽 毒 二原 因 ヲ有 ス

ル1例 テ報 告 シテ ヰ ル。 木 下 、 青 木及 城 野 ノ各

1例 二 於 テハ 肺 門 部 二於 ケ ル 横 隔 膜 紳 縄 障碍

二 、叉 坂 本 ノ2例 デハ 肺 門 淋 巴腺 結核 ヲ原 因 ト

シテ ヰ ル.而 シテ 結 核 テ 成 因 ト シテヰ ル モ ノ

ハ、E.An.dersen,F.Kroemeke,Hitzenber-

ger等 デ アル。 田宮 ニ ヨ レバ、縦 隔 寳 肋膜 ノ廠

痕 形 成 ニ ヨル 横 隔膜 紳 経 ノ 損 傷 ガ 原 因 トナル

外 、 先 天性 ノモ ノモ 考 ヘ ラvル 回 フ.W.

Altschulハ 食道 癌 ノ胃手 術創 痕 、大動 賑 或 ハ左

心 室 ノ病 的 憂 化 ラ原 因 トシテ ヰ ル。 東 、 青木 及

ビ城 野 ノ各1例 ニ テハ 先 天 性 横 隔 膜 虚 弱 二 外傷

ガ誘 因 トシ テ加 ツ テ惹起 シ タモ ノデ アロ ウ ト謂

フ.更 二本 症 テ先 天 的解 剖 學 的崎 形 トナ ス モ ノ

ニハA.E.Uspensky ,G.Caussade及 ビFaton,

E.Vigetti等 ガ アル。 呉 ハ横 隔 膜 瀞 経 及 ビ横 隔

膜 二至 ル 交 感 紳 経 ガ 共 二 障 碍 サ レル タ メデ ア

リ、輕 度横 隔膜 弛緩 症 ハ 交 感 紳 縄 性 横 隔 膜 緊張

ノ減 退 二依 ル モ ノデ ァ ロ ウ ト謂 フ。 薄 元 ハ呉 論

貸 シ、 山岸 ハ 内臓交 感 紳 経 ノ横 隔 膜 分 岐鮎 損 傷

テ暴 ゲ テ ヰ ル.又 徳 安 及 ビ小 林 ハ先 天性 横 隔膜

螢 育 異 常 並 ビ ニ交 感 紳 縄 系 ノ組 織 虚 弱 二成 因 チ

求 メ テ ヰ ル。
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第2項 病 理

本項 二於 テ述 ベ ル病 理 所 見 ハ 本症 ノー 部 二見 ラ

yタ モ ノニ 過 ギ ナ イガ、 第1項 ノ成 因 トノ、密 接

ナ ル關 係 ガ アル。

Bendaハ 萎 縮 攣 姓 テ 呈 シタ 患 側 横 隔膜 二 脂 肪

腫状 ノ假 牲肥 大 ヲ 誼 明 シ、Motzbeldノ 報 告 デ

・・、 患 側横 隔膜 ガ殆 ン ド筋 成 分 ノナ イ結 締 織 ト

ナ リ、 ソ ノ細 胞 二乏 シ イ強 イ繊 維 素 性 索 條 ノ間

ニ ハ僅 カニ脂 肪 組 織 ガ ナ ツ タ トイ フ。

D6ringハ 患 側 横 隔膜 テ検 シタ 結 果 、 其 ノ横 隔

膜 項 二近 ヅ クニ從 ツ テ筋繊 維 ガ乏 シ ク結締 織 様

ニナ リ、歴 迫 萎縮 ノ状 ヲ呈 シテ ヰ ル トイ フ。

Neumannハ 患側 横 隔 膜 ハ萎 縮 シテ菲 薄 トナ リ

筋攣 姓 ガ ア ッ テ、 之 レニ ニ次 的脂 肪 浸潤 テ 有

シ、 更 二 患 側横 隔 膜 紳 経 ハ 餅 豚 様 萎 縮 テ呈 シ紳

経 繊維 ノナ イ結締 織 カ ラ成 ッ テヰ ル ト述 べ テ ヰ

ル。亦Beltz,Glaser,Krause等 モ横 隔膜 神 経

萎縮 テ認 メテ ヰ ルゆ

薄 元 ノ報 告例 ハ左 側 横 隔膜 ガ西 洋梨 子黙 嚢 トナ

ツ テ劒 状突 起 ノ部 ヨ リ左 側 肋 骨 弓 二沿 ヒ左 下 方

二向 ヒ
、其 ノ下端 ハ 略 婿 齊膜 ノ高 サ迄 下 降 シテ

ヰ タ.検 鏡 スル ト左 側 横 隔 膜 ノ肋 膜 面 漿 膜 ハ 極

メテ強 ク肥 厚 シ、 之 レニ結 締 織 母 細 胞 ノ檜 殖 ガ

著 シイ.毛 細 血管 モ亦 著 シ ク檜 殖 シ、 赤 血 球 ラ

以 テ充 タサ レ鑛 張 ス。 左 側 横 隔 膜 筋 層 ノ筋 繊 維

バー般二稽 丸高度 ノ萎縮痩性、殊二主 トシテ穎

粒状攣性又ハ硝子様漿性二陥 リ、且 ツ是 レニ褐

色素 ノ沈著 シタモノガァル.其 ノ他筋繊維 ノ痩

性萎縮極 メテ高度デ正 二潰失 セントスルモノ葦

少 クナィ.筋 核ハ輕度二増殖 スル.

筋繊維間 ノ随所 二脂肪組織 ノ充環的増加テ見

ル.横 隔膜 ノ腹膜側漿膜亦輕度二肥厚 スル、

左右横隔膜神経ハ殆 ンド縦隔寳腫瘍中二封入サ

レテヰル トアル.

徳安及ビ小林 ノ報告例二於 テハ山高帽賦横隔膜

入口部周園ニハ明カニ筋肉層 ラ見ルガ、膨隆部

ニハ肉眼的二筋層ナ ク、膜檬菲薄 トナリ、上下雨
　

面ハ軍滑デ所々二筋鞘ガ索欺二残存走行 シテヰ

ル部分ガァル。又血管神経等 ノ走行モ明瞭 デア

ル。膨隆部頂黙附近 デハ甚 ダシク菲薄 トナ リ軍

二肋膜 ト腹膜 トノミカラ成 レルガ如キ部 ガアル

ガ、其 ノ間二多少 ノ結締織 ノ介在スルラ思ハセ

ル、横隔膜紳経ノ・左右共起始部 ヨリ末梢迄由眼
`的二攣化ナク、唯右心症 ノタメニ右紳経束 ガ緊

張 スルノニ反 シ、左側ハ弛緩迂曲 シテヰル.其

ノ他特異ナル所見ハ左副腎 カラ議生 シタ交感沸

経母細胞腫拉ニ ソノ轄移症 ノ存在 デ卸チ、交感

神経系 ノ組織虚弱ガアル ト謂ツテヰル。

第3項 類症鑑別

横 隔 膜 「レ ラキ サ チ オ」ノ診 噺 二際 シテ、 鑑 別 ス

ベ キ疾病 ト シテ暴 ゲ ラ レル モ ノへ 横 隔膜 廠 癖 、

横 隔 膜 「ヘ ル ニ ァ」.肋 膜 炎(横 隔 膜 肋 膜 炎 ラ 含

ム)、 横 隔 膜 下 膿 瘍 、 氣 胸 、 膿 胸 、 漿氣 胸 、 肺

膿瘍 等 デ アル。

然 シテ之 等疾 患 中 、鑑 別 診 噺 ノ最 モ困 難 ニ シテ、

豫後 判 定 上 甚 ダ 重 要 ナ ル モ ノハ 、横 隔膜 「ヘ ル

ニ ア」デ ァル
。 他 ノ諸 疾 患 ハ 左程 ノ困 難 ハ ナ イ.

從 ツ テ 余 ハ 横 隔 膜 「レラ キサ チ オ」及 ビ「ヘ ルニ

ア」ノ鑑 別 ヲ 目的 ト シテ 諸 見解 テ照 會 セ ン トス

ル モ ノ ア ア ル。

(衿 主 訴

横 隔膜 ㌧ ラ キ サ チ オ」ハ該 ドヘ ルニ ア」二比 シテ

… 般 二主訴 ガ乏 シ 久 叉 輕微 デ遇然 登 見 サ レル

モ ノモ少 クナ イ。 文 獣 ニ ヨ レバ小 児 二於 テハ 鳳

痩 、 微 熱 、 等 ガ多 久 成 入 轟 於 テハ 胃部 不 快 感 、

又 ハ膨 満 感 、 倦 怠感 、胸 痛 、 鳳 痩 等 ガ多 イ ノデ

アル ガ、 時 ニ ハ 「ヘ ル轟 アJ=見 ラ レル様 ナ上 腹

部 疵 痛 乃至 嵌 頓 症 駄 ノ様 ナ 劇 烈 ナ ル モ ノモ ア

ル。上 記 ノ圭訴 モ、外 傷 ノ如 キ特 別 ナ ル原 因 テ除

イ テハ、 比 較 的 長 期 聞 存 在 シテ ヰ ル トイ フ鮎 二

多 少 注 目 ヲ要 ス ル理 由 モ アル ノデ アル ガ、 然 シ



568 吉 田=Relaxatiodiaphragmatica二 就 テ 【第19巷

鑑 別 上 二於 テ ハ蓼考 二過 ギ ナ イ。

(ロ)家 族 歴

兎唇 、 脊 椎 破 裂 、斜 頸 等 ノ先 天 異 常 ハ本 症 ノ診

断 上 有 力 ナ ル根 縁 ヲ與 ヘ ル モ ノヂハ ア ル ガ、「ヘ

ル ニ ア」ト ノ鑑 別 二 關 ス ル限 リ意 味 ガナ イ心

(ハ}既 往 歴

特 二重 要 親 サ レル モ ノハ 外 傷 ノ有 無 デ アツ テ、

墜 落.顛 倒 、 打 撲 等 ノ外 傷 ト密接 ナ ル關 係 ヲ有

シテ ヰ ル場 合 叉 ハ 外 傷 二綴 嚢 ス ル 場 合 ニ ノ・「レ

ラ キサ チ オ」ヨ リ「ヘ ル ニ ア」ヲ 考 慮 スル ノガ當

然 デ アル ガ、 此 レノ・頻 度 ノ多寡 二依 ル ゲ ケデ ア

ツ テ、 例 ヘ バ 「レラ キサ チ オ」二 於 テ モ「ヘ ル ニ

ア」ノ前 楷 級 ノ様 ナ病 理 所 見 テ呈 ス ル場 合 ニハ 、

純 然 タ ル「レラ キ サ チ 彗 デ アツ テ州 第二基 因 ス

ル ト考 ヘ ラ レル場 合(東 、青 木 及 城 野 例)モ ア ル。

(二〉理 學 的 所 見

a.人 工 氣 腹 術(Rautenberg)、b.胃 内駆 ノ呼吸

ニ ヨル攣 化(Hildebrand&Hess)、c.横 隔膜 紳

経 刺 戟 法(Jamin>等 ガ磨 用 サ レテ ヰ ル ガ、 矢張

リ確 實 ナ ル根 縁 テ與 ヘ ル モ ノデハ ナ ィ。 就 中 現

在 ノ入 工 氣 腹 術 ハ幾 分 ノ危 瞼 ナ シ ト シナ イ ノデ

ア レバ、 常 二 之 レテ行 フ繹 ニ モ ユ カナ イ、

(ホ〉「レ ン トゲ ン」検 査

現 在爾 疾 患 ノ鑑 別 上鋏 ク可 カ ラヅ ル モ ノノ・「レ」

線 検 査 デ、 之 レ無 ク シテハ診 断 不能 ト謂 ッテ モ

過 言 デ ナ イ。例 ヘ バZieglerノ ・下 表 テ掲 ゲ テ ヰ

ル ガ、 勿論 之 レデ充 分 トハ 云 ヘ ナ ィ ノデ アル。

1横 隔 膜 横 隔 膜
「ヱ ベ ソ ㍗ ラ チ オ」 「ヘ ノレ ニ ア 」

㍑7確徴 1.横 隔膜 ノニ重 陰影 1.横 隔 膜 影 ノStich・

barkeit

1.境 界影 ノ恒 常性走 1,境 界影 ノ極端 ナ高

行 位
不 2.呼 吸性怪 奇蓮 動

確
3。 漫 駿 胃 ,

4.食 道 下端 ノ著明 ナ

徴 膨 出

5.4時 間二及 ブ食 粥

停滞 1

細詳ミ梢テイ

ル
.

就

ス

犬

輩

樹ノ
踊
撫

索

會

乱

検

照

其

線

ヲ

め

解

「

見

テ

ノ

於

氏

ユ

諸

弦

ら

横 隔膜 「レラ キ サ チ オ」二於 テハ 浦 化管 申 ノ瓦斯

ノ多寡 ニ ョツ テ境 界 影 ノ位 置 二高 低 ヲ來 ス コ ト

・・アル ガ、 境 界 影 ノ・常 二正 シキ弧 チ叢 キ、透 睨

方 向 ニ ヨツ テ弧 線 ノ形 獣 ハ攣 化 セ ズ、Hirsch等

ニ ョ レバ側 位 ユ於 テ モ本 來姿 ヲ保 ツ 轟反 シテ、

横 隔 膜 「ヘ ルニ ア」ニ ア ツ テ へ 胃 壁 ノ陰=影 ト横

隔 膜 ノ陰 影 トガ楷 段 獣 ヲ ナ シ(友 田 〉、 即 チ弧 ハ

ー 般:一不 正 ノ節 二 分 レ所 謂Hreud-Homer角

?表 ハ ス(賭 見等)。 然 ルニ徳 安 及 ビ小 林 、G至a-

esnerニ ヨ しバ横 隔 膜 「vラ キ ザ チ オJ"一於 テモ

胸 腔 内 二腕 出 シ タ清 化 管 ノ重複 シ タ上 壁 ニ ヨツ

テ、 横 隔 膜 ノ位 置 二 二 重 三重 二描 カ レタ曲 線 ガ

アル ト報 告 シ、 ソ ノ理 由 トシテ横 隔 膜 ノサ丙攣 ガ

高 度 デ ア ツ 乳 恰 モ風 呂 敷 子被 シタ獣 態 ガ アル

Mフ 、 一方HerbertSch6nbeldノ ・眞 性横 隔

膜 「ヘ ル ニ ア」ノ剖検 例 二 於 テ、 肝 左 葉 ガ「ヘ ル

ニ ア』嚢 ノ大 部 分 ヲ 占 メ タ ノ デ、 境 界陰 影 ノ・常

≠均 等 ナ弧 線 チ示 シ、 透 親 方 向 及 ビ清 化 管 充 盈

黙 態 ノ攣 化 二際 シテ モ弧 線 二 異常 ハ ナ カ ツ タ ト

謂 ツ テ ヰ ル。

其2、 二 重 弧 線

吸 氣 時.・一認 メ ラ レルArspengerノ 所謂 二重 弧

線 ハ 「レラ キ サ チ オjノ 診 断 二重 要 ナ ル モ ノデ ア

ル ガ、縮 テ ノ場 合 二見 ラ レルモ ノデ ラーヘ ー 部

ニ ノ ミ認 メ ラ レル。 例 ヘ バ 中 島 、長 野 、 梅 田、

Beltz.Glaesner,Arnsperger,Baetge,Herz,

Frankノ 各例 ノ如 キ デ ァル.本 所 見陰 性 ・sテモ

「レ ラキ サ チ オ」テ否定 シ得 ナ イ。 更 」 ヘ ルニ

ア」二於 テ モ癒 著 ノ タ メ ニ 重 弧線 ヲ 誇 明 シ得 ル

場 合 モ アル。

其3、 呼 吸 … ヨル弧 線 蓮動 ノ攣 化

A.Herzハ 横 隔 膜 ノ怪 奇蓮 動 ニ ヨツ テ爾 者 テ確

實 二鑑 別 出 來,・ ト云 ヒ、0.Huberハ 怪 奇蓮 動

ノ・決 定 的 ノモ ノデ ナ イ ト云 フ.Kienb6ckハ 「レ

ラ キ サ チ あ デ へ 呼 吸 二作 フ弧 線 ノ蓮 動 ガ、 患

側 ノ・健 側 二比 シテ減 弱 ス ル カ、 叉 ハ静 止 シ、 一

方 「ヘ ル ニ ア」デハ 逆 性蓮 動 ガ アル。 但 シ腕 出臓

器 ガ横 隔 膜 ト癒 著 シ タ場 合 ニ ハrヘ ル ニ ア」二於

テモi逆性 蓮 動 ヲ塁 セ ズ、逆 轟 「レ ラキ サ チ オ」・x
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於 テ モ横 隔 膜 ノ弛 緩 高 度 ナ場合 或 ハ該 筋 緻 維 攣

性 ノ高 度 ナ時 ニ ハ逆 性 蓮 動 テ示 ス コ トガ アル ト

イフ。H.'Hildebrand&O.Hessハ 呼 吸 二際

シテ窒 隆影 全 禮 ガ同様 二動 ク トカ、、叉 胃及 ビ腸

ガ動 イテ ヰ ル ノニ宥 隆 影 グ ケ ガ完 全 二静 止 シテ

ヰ ル トイフ事 實 ハ ソ ノ窒 薩 影 ガ横 隔 膜 窒 デ ア ル

事 即 チ 「レラ キサ チ オ」デ ァル 回 フ根 隊 ニ ナ ラ

ナ イ ト謂 フ,叉 チロ ンハ ドレ ラキ サ チ オ」二・在 ツ

テノ、横 隔膜 緊 張 度 ノ減 弱 ノタ メ、 患 側 ハ呼 氣 轟

際 シテ、健 側 ヨ リ早 ク月.ツ速 カニ上 昇 スル帥 チ

呼氣性横 隔 膜 蓮 動 促 進 ガ アル トイ フ。

其4、 遣 影 捌 ニ ヨル浴 化 管 充 盈 ノ

弧線 二及 ボ ス攣 化

横 隔膜 「レラキ サ チ オ」二於 テ ハ造 髭 剤 ニ ヨ ツテ

清化管 充 盈 テ行 ヅ テ モ、 弧線 ノ高 サ拉 ビニ形 歌

轟著 シイ攣 化 ガ ナ ク、 叉骨豊位 ノ攣 換 ・二際 シテ モ

同様 デ アル ガ、 唯 横 隔 膜 弛緩 高 度 ナ場 合 ニハ 可

成 リ攣 化 ガ アル トィ フej又 横 隔 膜 「レ ラ キサ チ

オ」ニ テハ 胃及 ビ結 腸 ノ 外 廓 ハ 造 影 剤 ノ荷 重 ノ

結果、弧線 ヨ リ相 隔 離 シ、rへ7Y.xア ゲ ハFreud-

Homer角 ヲ表 ハ ス。 食道 及 ビ胃 ノ攣 化 二就 テ

へ 食道 下 端 ノ 膨 隆 像 ハ 通 常横 隔膜 裂 孔 「ヘ ル

ニ ア」二見 ラ レル モ ノデ アル ガ
、 徳 安 及 ビ 小 林

ノ「レラ キサ チ オ」例 ニ モ本所 見 ガ ァ ツ タ.

叉O.Huberハ 砂 時 計 胃 ヲ 護 明 シテ モ、 ソ レ

ガ「ヘ ル ニ ア」トカ「レ ラキ サ チ オ」デ ア ル トカ イ

フ根 嫁 二乏 シイ ト イフ。

其5、 胃膨 満 法 ニ ヨル弧 線 ノ攣 化

沸 縢 酸 又 ハ消 怠子 播 入 ニ ヨツ テ胃泡 ヲ膨 脹 セ シ

ムル エ弧 線 ガ如 何 二獲蛇 スル カヲ検 シテ鑑 別 二

資 セ ン トスル モ ノ デ ア ル ガ之 レモ参 考 ノ域 ヲ出

ナ イ¢

其6、 胃 浴 息子 二封 ス ル弧 綿 ノ態 度

K.Lotzeハ 胃清 息 子 ヲ播 入 シテ 透 覗 ラ行 フ場

合 二、 横 隔 膜rレ ラキ サ チ オ」・sテハ弧 線 ノ蓮 動

ガ胃 浩 息 子 ノ上方 ニ ア リ、 「ヘ ル ニ ア」ニ ア リテ

ハ 之 論反 シテ弧線 ヨ リ上方 二胃 浩 息 子 ガ アル カ

ラ両 者 ノ鑑 別 二役 立 ツ 回 フ ノデ アル。

其7、 弧 線 下 二於 ケ ル肺紋 理 ノ有無

Becker等 ハ横 隔 膜 「vラ キ サ チ オ」デノ・弧 線 下

二肺 紋 理 ラ認 メナ イ ガ(木 下例)、で ヘ ル ニ ア」テ

ハ 弧線 下部 即 チ胃泡 透 明部 二肺 紋 理 ヲ見 ル トイ

フ。 然 シ徳安 及 ビ小 林 例 ノ如 ク、 横 隔 膜 ガ肺 及

ビ肋 膜 ト癒 著 シテヰ ル場 合 ニ ハ 「レ ラキ サ チ オs

ニ テ モ肺 紋 理 ヲ認 メ タ
.

第4項 自験 例 「レ ン トゲ ン」診 断

本項 二於 テハ 「レ ン トゲ ン」像 テ経 過 二從 ツ テ追

究 シ以 テ左 側 横 隔 膜 「レ ラキ サ チ オ費 診 断 セ ル

所以 テ明 カニ セ ン トス ル。

第1圖 ヲ ミルニ 心臓 陰 影 ハ 可成 リ 右 方 一ゴ 移 動

ス。雨側 肺 門 影 ハ梢 く鑛 大 シ、 特 轟左 側 ハ 陳 薦

ナル結核 性 憂 化 ニ ョル モ ノ ノ如 キ印 象 ガ ア・%

右側 横隔 膜 ハ前 面 二於 テ、 最 高 ハ第6肋 骨 上 縁

ニ ア ル
心

肋膜補 足腔 二異 常 ハ ナ イ。 左 肺 野 ニ ハ、 ソ ノ頂

黙y第4肋 骨 高5ス ル… 條 ノ弧線 ヲ見 ル。 該 弧

線 ハ中 心側 ヲ第8胸 椎艦 上縁 ヨ リ超 シ、肺 野 ヲ

横断 シ、 胸 壁 側 ハ 背 面 第8肋 骨影 ト相 重 ツ テ終

ル。 弧線 下 ニ ハ大透 明 領 域 ガ ア リ、 ソ ノ部 ニハ

肺紋理 テ見 ル。 即 チ胃 泡 ト思 バ レル.此 ノ大透

第 1 燈岡

↑印境 界影(弧 ・う 立位 背腹 方 向21.XI.1939

明 領 域 ノ外 下 方 ハ 更 二結 腸 影 ト思 バ レル含 氣 臓

器 ニ ヨ ツテ歴 迫 、 歪 曲 サ レテ ヰ 影。 弧線 、胃 泡 、
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結 腸 三陰 影 ノ接 ス ル部 位 ハ、 本 症 ガ果 シテ横 隔

膜 「レラ キ サ チ オ」デ アル カ、 叉 ハ 横 隔 膜 「ヘ ル

ニ ァ」デ ァル ヵ、 鑑 劉 上 最 モ 注 目 スA"`キ 鮎 デ ア

ル ガ、 コ ・接 近 部 ハ第8肋 骨 影 ト重 ナ ツ テ分 明

ラ訣 イ テ ヰル.爾 肺 野 ノ濃 度 ノ・略 丸左 右 同等 デ

ア ノレ
⇔

第2圖 二 於 テハ 心 臓 陰 影 及 ビ左 肺 野 テ横 噺 ス ル

ー 線 ガ ア ル
.ソ ノ中心 測 ハ第9胸 椎艦 上 縁 二 起

リ、 ソ ノ胸 壁 測 ハ前 面 第7肋 骨 影 中 二 浸 シテ ヰ

ル。 ソ ノ工頁難占ハ第5肋 骨・高 ニ ァ ノve,本堀 線 ハ

第1圖 二比 シテ梢 丸降 下 セ ル黙態 デ、 而 モ美 事

ナ弧 線 テ書 カナ イ.

第2圖

蘇 し

↓印境 界影立位、背腹方向25・m・1935

境 界線 下 ハ 多 房 歌 ノ 透 明 領域 二 分 レ、 叉 ソ ノ

部 二肺 紋 理 ラ明 カニ シ得 ナ イ.本 像 ハ 幾 分 力

Freud-Horner角 ノ印 象 ガ ナ イデ モ ナ イ。

舷 二於 テ立 位 、 背 腹方 向 二於 テ、透 覗 テ行 ヒ、

右 側 横 隔膜 及 ビ左境 界 線 ノ蓮 動 ヲ検 査 ス ル。

右 側横編 膜 ノ運 動 ハ約2糎 デ異 常 ガナ イ。 左 側

境 界線 ノ蓮 動 ハ下 記 ノ所 見 テ示 シテ ヰル.

(イ)深 吸 氣 時 二'・境 界 線 ノ自動 的下 降 蓮 動 ハ殆

ドナ 久 寧 ロ胸 廓 ノ上 昇蓮 動 ダ ケ ノ様 二見 エ ル。

(切 深 呼 氣 時 ニ ハ迅 速 轟 シテ僅 カナ、 上 昇蓮 動

ガ ァル.

〈・)境 界 線 運 動 ハ深 呼吸 時 相 ノ夫 々二静 止 シ得

ズ。

(二〉怪 奇運 動 ハ ナ イ.

/ホ)蠕 動 様 蓮 動 モ ナ イe

、

第 3 圖

叫

↑印境界影 立位、右左方 向25・M・1939

左 右 方 向 ノ「y」線 像 テ検 査 スvバ 第3圖 二示 ス

ガ如 久 後 方 ノ・第9胸 椎罷 上面 ラ横 切 ツ テ上 方

二凸 テ叢 クー 弧線 ガ アル。

コ レハ 心臓 影 申 二 入 ル ト前 下 方 二降 下 シ腹部陰

影 中 二 浸 入 シテ ヰ ル。該 弧 線 直 下 ハ車 軸 状 ナル

含 氣 像 ヲ呈 シ、 ソ ノ軸 心 二當 ル部 バー 層透 明 ナ

ル楠 圓形 ヲ ナ ス。 前 者 ハ 結 腸 デ ァ リ 後 者 ハ歴

迫 、縮 小 サ レタ胃泡 ノ如 クニ考 ヘ ラル。

次 デ測 ヒ管 二封 ス ル關 係 テ考 慮 シテ「バ リウムJ

粥100瓦 テ與 ヘ ル ニ、 盒 道、 胃及 ビ十二 指 腸陰

影 二異 常 ハ ナ 久 ギバ リ ウム」排 出能 モ正 常 デ ア

ル.又 該 境 界 線 二封 シテ モ特 異 ナ所 見 ハ得 ラ レ

ナ カツ タ。rバ リ ウム」粥 擾 取 後2時 間 目 ノ所 見

ハ 第4圏 二 見 ル ガ如 ク、 右 側 境 界 線 ノ走行 ハ第

第4圖

ギバ リウム3後2時 間 立盟背腹方 向

↑印弧糠C結 腸25。xe.1939
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1圖 ト同等 ナル均 等 ナ弧 線 テ書 キ、 直 下 ノ透 明

領域 ノ、縮 小 シテ ヰル.術 注 目 スベ キ所 見 ト シテ

大腸 ノ走 行 ヲ ァ ゲナ ケ レバ ナ ラナ イ。 即 チ上 行

結 腸陰影 ハ、 廻 盲 部 ヨ リ出 ル ト直 チニ蕪 ツ テ右

ヨリ左 へ 、第4腰 椎 罷 前 面 ラ横 切 ツテ左 側 腹 二

至 レバ、次 デ屈 曲 上 行 シ、 腹 壁 二沿 ヒ第12胸

椎 高 デ反 轄 シテ、 略{垂 直 二下 降 シ、 先 キ ノ上

行陰 影 二接 シテ走 リ、 骨 盤 中 轟達 シ テヰ ル。 本

所 見ハ藤 井 及 ビ大 岩 ノ症 例 轟於 テ、 上 行結 腸 及

ビ横 行結 腸 ガ肝轡 曲 ヲ形 成 セ ズ ニ、 一 直 線 状 二

左上方 二走 ツ テ、 左横 隔膜 下 二脾 轡 曲 ヲ作 ツ テ

下行結 腸 轟移 行 シタ所 見 ト相 似 シテ ヰ ル。

以上検 査 後3ケ 月 ニ シテ昭和15年3月25日 、

第3回 「レ」線検 査 テ行 フe

空腹 時立禮 、 背 腹 方 向 ニ テ透 覗 シ、 右 側 横 隔 膜

(第6肋 骨 高)及 ビ左 側 弧 線 〈第4肋 骨 高)ノ 運 動

チ検査 ス ルニ、 右 側 横 隔 膜 ニ ノ、異 常 ナ 久 左 側

弧線 ノ所 見 ハ下 記 ノ如 ク デ ア ル.

(イ〉呼 吸蓮 動 二際 シテ弧 線 蓮 動 ハ極 メ テ微 賜 デ

ア ル 。

(の 深吸 氣 時 ニハ 胸 廓 ノ上 昇 ノ ミ著 明.

(ハ〉深 呼 氣 時 ニハ 右 側 横 隔 膜 上 昇 二幾分 先 ダ チ

テ上昇蓮 動 テ示 ス.郎 チチ ロ ン ノ呼 氣 性 横 隔膜

蓮動 速進 テ思 ハ セ ル.

(二〉桿秤 蓮 動 ナ シ登

引 キ績 キ沸 縢酸 テ以 テ胃膨 満 法 テ行 ツ タ所 、 左

弧線 ハZF等`・ 約1糎 上 昇 シ タ。

胃膨 満法 直 後 ノ本第5圏 ハ略k第1圖 トー 致 シ

タ所 見 テ示 シ、 依 然 弧 線 、 胃泡 壁 及 ビ結 腸 壁 三

者 ノ近 接 ス ル部 二於 ケ ル 相 互 閣 係 ハ 明 カデ ナ

イ¢

第6圖 ハ 「バ リウ ム」100瓦 ラ揺 取 セ シメ タ所 見

デアル。

食道陰 影 ハ第8胸 惟 艦 上 縁 二終 ル。 胃 ノ位 置 、

形駅 ハ正 常 デ アル。

注 目 スベ キハ、 弧 線 胃 壁 及 ビ結 腸 影 ノ關 係 デ、

コ ノ弧 線 ヨ リ出 デ テ、 下 内方 二迂 曲 ス ルー 線 ガ

アツテ、恰 モ 胃泡 境 界 影 ノ様 デ アル
。 果 シテ然

ラバ、概 隔 膜 「レ ラキ サ チ オ」ト診 断 シテ ヨ イ謬

テ ア ル。

第 5 圖

ーー＼

ー

=,一酵

胃飽 満法直後立位 、背腹方 向

↑印弧線25.田.1940

第6圖

ギパ リウム」食 直後立位 背腹方向

↑印弧線25』.1940

第7圖

ギバ リウム」食 直後右側 臥位
、背腹方向

↑印横隔膜 ↑印胃壁24.M.1940

571



572 吉 田=Relaxatiodiapthragnatica二 就 テ 【第19巻

次 ・・fバ リ ウ ムJ粥 食 後 、 右 閲 臥位 、背 腹方 向 ニ

テ検 シ タモ ノ ガ第7圖 デ アル.

胃陰 影 ハ 全盟 ト シテ 脊 椎 側x一 移動 シ、fバ リウ

ム」粥 ハSpiege1ラ 形 成 ㌔ 左 側弧 線 ハ均 等 ナ

蕩蘭 線 テ ナ シ、 明 カニ横 隔 膜 及 ビ胃 壁3リ ナ ル

ニ 重 彊線 ユ ナ ス.本 所見 ニ ョ ツ テ態 ζ、左 側横

隔 膜 「レ ラキ サ チ オ」ナ 厩 診漸 ガ ツ ケ 「'レル ト思

フ 。

本 項 バ レ」線 所見 ハ次 ノ如 ク小括 シ得 ル.

(1・ 自験 例 ノ左 側 弧線 ノ位 置 ハ胃 膨 満 法 ニ ヨ ツ

テ 多少/約1糎)ノ 高低9示 シ なガK結 局略 ギ常

二正 シ イ弧 テ書 キ、患 者 ノ位 置 及 ビ消 化 管 内 容

ノ如 何 ニ ヨツ テ形 舞夫ノ髪 化 ラ ォ コ サナ ィ.

〈2>fバ リウ ム」食 直後 ノ右 側 臥位 「v」線 像 二所

謂 二 重 弧 線 テ確 認 シ タ.

(31呼 吸 運 動 二際 シ、 弧 線 ノ蓮 動 極 テ微 弱 デア

ツ テ、 チロ ン氏 ノ呼 氣 性 横 隔 膜 運 動 促 進 ト思 八

レル所 見 ガ アル.而 シ径 奇蓮 動 ノ、ナ ィ。

(の 肺紋 理 ハ之 レテ弧 線 下 二認 メ タル時 モ ア サ

又 認 メ得 ナ カ ツ タ時 モ ア ル。

(5>明 瞭 ナ ルFreud-H◎rner角 ナ シ。

即 チ余 ハ本fレ 」線 所 兇 テ根 康 ト シ、 前 記 シ ター

般 所 見 子検 討 シ タ結 果 、 左 側 横 隔 膜 「レラキサ

チ オ」ト診 噺 ス ル テ至 當 ト思 フ。

第5章

自験 例 ノ成 因 二就 イテ考 慮 ス レバ、 先 ヅ肺 門 部

二 於 をル 陳 藷 ナ ル 病 攣 テ 墨 ゲ ナ ケ レバ ナ ラナ

イ。 「ツ尺 ル ク リ ンj皮 内反 鷹 陽 樵 、 持 績 セル熱

登 及if-一一一般 状 態 モ結 核 ノ存 在5肯 定 セ シ メル.

然 シ肺 結 核 ト ノ直 接 閣 係 ニ ツ イ テハ 爾 不 明 ナ鮎

多 ク、 推 断 ノ域 テ出 ナ ィ脅 肺 門 部 結 核 ノ横 隔 膜

紳 縄 二 及 ボ ス影 響 二就 テ モ、 常 然 肺 門結 核 二比

シテ簾 本症 ガ稀 有 ナ ル事 實 ガ解決 サ レナ ケ レバ

ナ ラナ 駕 弦 二 於 テ先 天 異 常 、 即 チ左側 横 隔膜

赫 経 位 置 異常 或 ハ左 側横 隔膜 糞 育 障 碍 ガ想 豫 サ

レル ノモ當 然 デ アル。 前述 シタ呉 等 ノ實 験 的 結

論 ハ、 コ ノ先 天及 ビ後 天 ノニ 設 テ連 絡 ヅ ケル ノ

ニ好 都 合 デ アヅ テ交 感 紳経 威 ハ 植物 紳 経 系)ノ

態 度決 定 ガ必 要 トナ ル ノデ アル。

自験 例 ガ コ ノ臨躰 検 査 テ訣 イ タ タメ ニ、 結 論 上

一 弱 黒占ヲ認 メナ イi澤ニ ハ ユ カナ イ
。 爾 成 因 中先

天 徽 毒 ハ 否定 シ得 ル.

臨 紘 所 見 上 注 目 スベ キハ 理 學 的 所 見 ト シテ第8

綜 括
●

胸 推 鍛 下 ガ軽 濁 音 テ呈 シタ コ トデ アル。 之 レハ

諸 氏 ノ指 摘 シタ標 二、 本症 ト肋膜 炎 ト誤認 シ、

危 瞼 ナ ル試 験 的 穿刺 テ行 ハ シ メル コ トデ アル。

該 濁 音 ガ、 横 隔 膜 後 孚 ノ弛緩 ニ ヨ リ肺 ラ歴 排 シ

テ生 ズル モ ノナル カ或 ハ 横 隔 膜 直 下 二追從 スル

清 化 管 ノ虚 盈 如何 ニ ヨル モ ノデ アル カバ更 二考

慮 テ要 スル デ アロ ウ.

自験 例 ガ 自費 症 黙 二乏 シカツ タ原 因 ノ・[レ」線像

上 二示 サ レ タ如 久 胃 ノ位 置 及 ビ形態 二著 髪 ガ

ナ カ ツ タタ メ ノ様 二思 バ レル。 然 前 記 セ ル特異

ナ ル結 腸 走 行 バ ー 鷹 注 目 スベ キデ アル ガ、 之 ヲ

以 テ直 チニ左 側 横 隔 膜 ノ先 天 異 常 ハ云 々出來 ナ

イ。

本症 ノ診 断 二際 シテハ 「レ ントゲ ン」検 査 中特 二

潰化 管 検 索 ハ縄 封 二必 要 デ アル。 而 モ之 レテ時

間 的 二追 究 シ、 更 二種 々 ナ ル罷 位 二於 テ行 フ可

キ デ アル。 カ ク ス レバ本 症 ノ診蜥 法 ト シテ暴 ゲ

ラ レル氣 腹 術 ヲ節 約 シ得 ル デ ア ロ ウ。

第6章 結 論

1/自 験 例 ハ9年 ノ男 免 二無 自麗 二嚢 生 セル左

側 隣 隔 膜 「レラ キザ チ オj/1例 ヂ アル.

2/成 因 ト シテ噺 定 的結 論 ハ得 ラ レナ イ ガ、 少

ク共、 自験 例 二於 テハ 、 肺 門 部 二於 ケル結 核 牲

病 慶 ガ左 側横 隔 膜 紳 縄 ラ損 傷 シ タル モ ノ ト考 ヘ

ラル毒

3}診 噺 二際 シテハrレ ン トゲ ン」検 査 テ絶 封 二

必 要 トス ル ガ、 ソ ノ蓮 用 上 重 要 ナ ル事 ノ・、 則 チ
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時間的 追究 テ行 フ コ ト ト、 種 々ナ ル龍 位 二 於 テ

患 者 ヲ検 査 ス ル づ トデ ァル.

文

欄筆 スルニ當 リ御考閲テ賜 リシ恩師比企教授二

深謝 ス.

厭

1)田 宮 知 阯 夫,内 科 「レ ン トゲ ソ」診 噺 學.第2

版(昭.12.8)02)呉 健,自 律 紳 経 系 ・増 訂2版

(昭.10).3)林 哲 夫,福 岡醤 科 大 學 雑 誌 第8巻,

第5號(大.4.6).4)中 島貞 風 日本 内科 學 會

雑誌.第6管,266(大.7》5)呉,平 松,高 木 ・小

西,東 京 縢學 會雑 誌.第34巻,第1號(大09.1)。

6)呉,酒 井,平 松0東 京 潜 學 會 雑 誌 第34巻,第

1號(大09.1)07)梅 田 薫,屠 事 新 聞0第1081

號,1259(大010).8)鶴 來 政雄,臨 黙 將 學.第9

年,第10號(大10.10)09)原0雄,日 本 内科 學

曾雑 誌.第9巻,第9號(大10.12　 ,t　.10)林 信 雄,

署 事新 聞.第1110號,65(大012).i1)中 澤 耕作,

日本 内科 學 會雑 誌0第12巻,第10號(大014・1.

i2)原 實,實 地隠 家 ト臨 沐0第2巻,第10號 〆大.

14.10).23)薄 元 茂 夫,東 京馨 學 會雑 誌 ・第40

._
,第11號(大.15.11)014)寺 尾 殿 治,結 核.

第5磐,第2號.15)春 名 英 之,賂 事 新 開.1232.

〈昭.3。3)01句 泉 田知 武,臨 黙 小 見 科 雑 誌 第

3年,第6號(昭 。4。¢).17)花 室 憲 章 ・ 壷 灘 醤

學 曾雑 誌.18)木 下 武 夫0臨 紘 馨 學・ 第18巻,

454(昭.5)。19)藤 井,大 岩,京 都 府 立瀦 大 雑 誌

第4巻,第6號(昭5.1D。20)楢 林 及 小 川0日

本 「レソ トゲ ソ」學 會雑 誌 。第9巻,第3號(昭06・

11)i2b久 保 完 二,十 全 會雑 誌.第37巻,第1

號(昭.7.1)。22)山 岸 與 一 郎,成 馨 會 臨肱 ・第

4巻,第1號(昭.7.2).23)柳 澤 信 義,見 科雑

誌393號(昭8、2).24)璽 見 源 吾,乳 見 學 雑 誌

第17巻,第2號(昭.10.3)025)坂 本 陽,見 科

雑 誌432號,797(昭.11.　 5).26)青 木 及 城 野,

見科 雑誌 第43巻,222(招.12).27)長 野 緒 佐

久,日 本 内 科學 會雑 誌.第25巻,111(昭.13).2脇

高 橋 蔑 登 吉,見 科雑 誌.第44巻,2號,1:W昭.13・

(2.29)東 與 藏Y實 験 馨 報0第24年,665(昭 ・13・

(2.、30)徳 安 及 小 林,日 本 清 牝 機 病 學 會 雑 誌 第

38巻,第2號(昭014.2)031)伊 藤 寛,結 核 。第

17・巻,第1號,76(昭014.1)。32)郭 春 峰 昭 和

醤 學 會雑 誌.第1號,第2號(讐 學 中央 雑 誌 ヨ リ引

033き トe26120

 TAX,  1530(1  . 14. 12). 34) A.  Fr:inkel, Berlin. 
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med. Wschr. 1919, Nr. 33, 905. 41) J. Ziegler, 
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 Biisger,  Klin. Wschr. 1925. 43) A. Weiie,  Klin. 
Wschr. 1925. 44) Alfred Weil,  Minch. med. 
Wschr. 1925, Nr. 44. 45) J. Szanto, Dtsch. 
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 Klin. Wschr. 1926, Nr. 19, 850. 47) H. Reich, 
 Klin. Wschr. 1926, Nr. 32. 48) H.  Schtinbeld, 

 Klin. Wschr. 1926. Nr. 36. 49) C. Benda, 
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(日本臨 脈結核抄)

附圖説明

矢印ハ左側横 隔膜 ヲ示ヌ モ ノ塾ス0

第1岡 昭和14年11月21圓 、立位、 背腹方 向ニ テ

翠純撮 影 セル所見

0第2圖 昭和14年12月25日 、立位、 背腹方 向ニテ

・ 軍純撮影 セル所見

第3圖

第4圖

昭和15年3月25日 「バ リウム」食直後、右側

臥位 ニテ背腹方 向ニテ撮影 セル所見

昭和14年12月25日 、 立位右左方 向ニ テ輩

純撮影 ヲ行 ヒタル所 見
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 Ober die Relaxatio diaphragmatica. 

                                    Von 

                           Dr. Hirochika Yoshida. 

 /lus  der  med. Klinik  de  'r  ,Vippon-(Tnirer.sitãt  Direktor  :  Prof.  Dr.  Hiki.) 

    Hier  miichte ich von einem Fall der Relaxatio diaphragmatica sinistra einen Bericht 
erstatten. Es handelt sich  urn einen 9  jãhrigen Knaben, der unbewu8t daran gelitten 
hat. Die  Ursache ist wahrscheinlich die  Phrenicusschddigung an linker  Hilusgegend, 
von  t'iberkuli.k;er Natur. 

    In der Diagnosenstellung ist die  rOntgenologi-The  Forschung unentbebilich, besonders 
 ketone ich dabei die Serienunterschung in  bestimmter zeitlichen  Abstãnden und ver-

schiedenen  KOrperlagen.  (A  utareferat.) 

        Experimentelle  Untersuchungen  fiber die Tuberkuloseallergie. 

        Der Einfluss der  Lungenkernsubstanz anf die Entstehung der 

           Tuberkulinallergie bei  tuberkuiOsen Meerschweinchen. 

 on 

                              Takanari  Hitsuda. 

 (Aus  dem  Arimalitstitut  ,xerimentelle Medizin in Osaka, 
 Direktor:  Prof. Dr.  R.  Arirna.) 

    Im Jahre 1933 wurde H.  Hirabayashi auf Grund der Arbeiten von  111,)ro  und  Kell,  r 
zu folgenden Versuchen veranlasst. Er  save  ich, dass, wenn man  das  Tuberkulin als 

 ein Hapten  annirnmt, die Allergiefrage  dann eine  naturgemasse  Aufklarung  linden 

wenn es gelingt, durch irgenswelche  kOrpereigerie  Suhstanzen des  tuberkulOs infizierten 
oder experimentell mit Tuberkulin  vorbehandelten Organismus diese Haptene zu aktivie-

ren. In  seinen Versuchen zielte er  deshalb  a. f die Nukleine aus den Kernen der  tuber-

kulös Gewebszellen, die dem  namlichen  Organisinus  wohl  kOrpereigen aber 
 blutfremd sind  und deshalb  gegentiber demselben Organismus eine  Antig ,enitat besitzen 

 and zur Vervollkommnung eines Haptens als Sensibilisierungsantigen  geeignet sein  miis-

sen.  Seine  umfangreichen  Experimente  hahen  ihrn  rechtgegehen  :  das  Tuberkulin 
 nichts  anderes  als  eine  Art  von  Hapten,  wdches  von  dem  Nukleine  aus  Ie  arteigenen 

Gewebszellen zu  einem  vollkommenen Antigen aktiviert wird.




